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投票日は、

４月21日
（日曜日）です。

期
日
前
投
票
制
度

　
選
挙
当
日
（
４
月
21
日
）
に
仕
事
や

冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
の
た
め
投
票
が
で

き
な
い
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
広
尾
町
の

期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
４

月
17
日
（
告
示
日
の
翌
日
）
か
ら
20
日

（
投
票
日
の
前
日
）
ま
で
で
す
。
投
票

す
る
際
は
、
郵
送
さ
れ
る
入
場
券
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

○
時
間　
午
前
８
時
半
～
午
後
８
時

○
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

１
階
会
議
室

不
在
者
投
票
制
度

　
長
期
に
出
張
等
の
た
め
選
挙
当
日
ま

で
に
広
尾
町
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、

滞
在
先
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
で
き
る
期
間
は
、
期
日
前
投
票

と
同
じ
で
す
が
、
請
求
は
告
示
日
（
４

月
16
日
）
前
で
も
可
能
で
す
。

　
請
求
期
限
は
４
月
17
日
（
水
）
で
す
。

町
長
・
町
議
会
議
員

 

立
候
補
届
出
受
付

　
立
候
補
届
出
を
次
の
と
お
り
受
付
し

ま
す
。

○
日
時　
４
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

○
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

�

２
階
大
ホ
ー
ル

問　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
（
℡
２
・
０
１
７
５
）

　
４
月
21
日（
日
）は
広
尾
町
長
選
挙

と
広
尾
町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日

で
す
。

　
町
の
未
来
を
決
め
る
、
と
て
も
重

要
な
選
挙
で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な

一
票
を
無
駄
に
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

町
政
を
任
せ
る
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

広尾町長選挙広尾町長選挙
広尾町議会議員選挙広尾町議会議員選挙

明るい選挙キャラクター
「選挙のめいすいくん」

詳しくは、広尾町公式
ウェブサイトをご覧ください。
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令
和
５
年
度　
広
尾
町

令
和
５
年
度　
広
尾
町

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式

　
「
令
和
５
年
度
広
尾
町
文
化
賞
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式
」

　
「
令
和
５
年
度
広
尾
町
文
化
賞
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰
式
」

が
３
月
２
日
に
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
３
月
２
日
に
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
文
化
奨
励
賞
】

▼
下
森　
昭
鳳

▼
下
森　
昭
鳳

書
道
作
品
の
創
作
活
動
お
よ
び
後
進
へ
の
指
導
を
通
じ

書
道
作
品
の
創
作
活
動
お
よ
び
後
進
へ
の
指
導
を
通
じ

て
、
本
町
文
化
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

て
、
本
町
文
化
の
向
上
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

▼
内
山　
喜
人

▼
内
山　
喜
人

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

▼
村
上　
大
翔

▼
村
上　
大
翔

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

▼
山
本　
凌
大

▼
山
本　
凌
大

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

書
道
作
品
の
創
作
活
動
を
通
じ
て
、
本
町
文
化
の
向
上

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

【
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞
】

▼
餅
野
宮　
怜
美　

▼
餅
野
宮　
怜
美　

第第
3737
回
夏
休
み
児
童
・
生
徒
書
道
展

回
夏
休
み
児
童
・
生
徒
書
道
展

　
特
選

　
特
選

▼
広
尾
町
卓
球
協
会
Ａ
チ
ー
ム

▼
広
尾
町
卓
球
協
会
Ａ
チ
ー
ム

　
（
高
橋
明
寛
／
山
岸
諒
司
／
山
岸
浩
陽
／
山
岸
恭
輔
）

　
（
高
橋
明
寛
／
山
岸
諒
司
／
山
岸
浩
陽
／
山
岸
恭
輔
）

令
和
５
年
度
勝
毎
杯
争
奪
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会　

令
和
５
年
度
勝
毎
杯
争
奪
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会　

　
男
子
の
部　
優
勝

　
男
子
の
部　
優
勝

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

▼
濱
津　
蓮
人

▼
濱
津　
蓮
人

全
十
勝
中
学
校
夏
季
柔
道
大
会

全
十
勝
中
学
校
夏
季
柔
道
大
会

　
男
子
個
人
戦　

　
男
子
個
人
戦　
6666
ｋｇ
級　
優
勝

ｋｇ
級　
優
勝

▼
小
山
内　
結
菜

▼
小
山
内　
結
菜

第第
4141
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
（
帯
広
会
場
）

回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
（
帯
広
会
場
）

　
６
年
女
子
走
り
幅
跳
び　
優
勝

　
６
年
女
子
走
り
幅
跳
び　
優
勝

▼
川
井　
葉
七　

▼
川
井　
葉
七　

第第
4242
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会　

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会　

北
海
道
大
会
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

北
海
道
大
会
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル　

　
小
学
校
低
学
年
の
部　
北
海
道
知
事
賞

　
小
学
校
低
学
年
の
部　
北
海
道
知
事
賞

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

▼
笠
置　
有
翔　

▼
笠
置　
有
翔　

第第
5151
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会　

回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会　

　
男
子
個
人
戦

　
男
子
個
人
戦
5555
ｋｇ
級　
準
優
勝

ｋｇ
級　
準
優
勝

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
個
人
の
部
】

▼
鈴
木　
翔
大

▼
鈴
木　
翔
大

第第
7373
回
北
海
道
高
等
学
校
柔
道
大
会
十
勝
支
部
大
会　

回
北
海
道
高
等
学
校
柔
道
大
会
十
勝
支
部
大
会　

　
男
子
個
人
戦

　
男
子
個
人
戦
１
０
０

１
０
０
ｋｇ
超
級　
優
勝

ｋｇ
超
級　
優
勝

▼
山
岸　
浩
陽　

▼
山
岸　
浩
陽　

令
和
５
年
度
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

令
和
５
年
度
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝　

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝　

                
                

令
和
５
年
度
ニ
ッ
タ
ク
杯

令
和
５
年
度
ニ
ッ
タ
ク
杯

第第
3232
回
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

回
全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

　
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　
優
勝

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・
団
体
の
部
】

▼
高
橋　
明
寛
／
山
岸　
諒
司

▼
高
橋　
明
寛
／
山
岸　
諒
司

令
和
５
年
度
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯
争
奪

令
和
５
年
度
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｓ
杯
争
奪

第第
1010
回
全
十
勝
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

回
全
十
勝
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

▼
山
岸　
浩
陽
／
山
岸　
恭
輔

▼
山
岸　
浩
陽
／
山
岸　
恭
輔

全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

全
十
勝
卓
球
選
手
権
大
会

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝

　
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
優
勝
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広尾町空き家対策総合支援事業補助金

最大５０万円危険な空き家の
解体費用を補助します！
　空き家の増加により地域の安全性の低下、公衆衛生や景観の悪化等が懸念されていま
す。町では空き家の解体の促進にむけて、不良住宅にあたる空き家の解体費用の一部を助
成します。

①補助額：対象工事費用の８０％
②上限額：５０万円まで
　※ただし、保険金等の給付がある場合は、当該経費から保険金等の額を差し引いた額と
します。

１．補助の内容

　募集件数　令和６年度　５件
　募集期間　４月１日（月）～５月15日（水）

４．募集件数、募集期間

対象となる住宅は、次の条件を満たす住宅です。
（１）広尾町内に所在する特定空家等（危険空き家）
（２）町による事前調査で、「不良住宅」と判定された空き家
（３）所有権以外の権利が設定されていない空き家
（４）空き家等の所有権を有する者が複数存在する場合は、当該空き家等の除却につい

て全員の同意を得ているもの
（５）補助を受ける目的で、故意に破損させた空き家でないもの

２．対象住宅

対象者は、次の条件を満たすことが必要です。
（１）町内に所在する空き家等の所有者
（２）町税等を滞納していない方
（３）所有者等及びその同居の親族が暴力団員でないこと
（４）過去に広尾町空き家対策総合支援事業補助金を受けていない方

３．対象者
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５．補助金交付までの流れ

（１）広尾町内に事務所か営業所がある事業者による解体工事のみが対象です。
（２）申請書類等は、役場１階住民課の環境生活係に置いています。

８．その他

（１）事前調査申請書
（２）所有者等であることを証明する書類　　
　　（登記簿謄本の写し又は登記事項証明書）
（３）建築物等の位置図、配置図、平面図及び現況写真
（４）その他必要な書類

６．事前申請に必要な書類

（１）補助金交付申請書
（２）補助事業者等の住民票
（３）町税等の滞納がないことを証明する書類
（４）解体工事見積書の写し
（５）暴力団員でないことの誓約書
（６）所有者全員の同意書（該当する場合）
（７）その他必要な書類

７．交付申請に必要な書類

【お問い合わせ】　住民課 環境生活係　℡２－０１７１

申　　請　　者 広　　尾　　町

①事前申請

④交付申請書の提出

⑥工事着手～完了

⑦実績報告

⑨請求書提出

②現地調査・判定

③結果の通知

⑤書類審査・交付決定の通知

⑧補助金確定通知

⑩補助金交付

対象となる空き家か、事前に判定の申請を
します。

必要書類を整えて、工事着手前に申請書を
提出します。

決定通知前の工事着手は補助の対象外です。
工事の変更、中止の場合は届出が必要です。

工事完了後、速やかに報告します。

確定通知書を受領後、速やかに請求書を提出
します。

現地調査を行い、判定します。

判定結果を通知します。

審査のうえ交付が決定した場合は決定通知書
を申請者に送付します。

審査のうえ交付が確定した場合は確定通知書
を申請者に送付します。

指定された口座に入金します。
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令和６年度　広尾町起業家等支援事業補助金

町内産業振興の促進、商店街の活性化、雇用の促進のため

　　広尾町内で新たに起業する方へ最大１００万円
　　　　　新製品を開発する方へ最大30万円を助成します！

【お問い合わせ】
補助金の利用を検討中の方は、お早めに水産商工観光課 商工観光係へご連絡の上、
お越しください。制度の説明をさせていただきます。
連絡先：２－０１７７　午前８時30分～午後５時15分（平日）

○対象事業
　①起業家等支援事業
　　補助金額：対象経費の２分の１以内で100万円を限度
　　　　　　　（ただし空き店舗等を利用する場合は10分の10）
　　（同一事業所及びこれに類するものに対し、１回限り）
　②新製品等開発支援事業
　　補助金額：対象経費の２分の１以内で30万円を限度
　　（同一事業所及びこれに類するものに対し、２回目までとし、50万円を上限）
○対象経費
　事業計画に基づいて事業を行うための備品購入費や施設改修費などが対象
○対象者（すべてを満たす方）
　①本町に居住又は事業開始までに居住する方
　②３年以上の事業継続が見込まれる方
　③町税等の滞納がない方（移住者の方は前住所地での納税について）
　④補助金の返還に伴う連帯保証人１名を有する方（要件はお問い合わせください）
　※注意点
　　・既に事業を開始しているもの、既に着工されているものは対象となりません
　　・既に事業所等を営んでいる方は、起業家等支援事業の対象外です
　　　（第２創業は対象となりません）
○その他
　この補助金を利用される方は、できる限り広尾町商工会への加入及び町内業者による工事・
物品の購入をお願いします。
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町では、町内商工業者の皆様を対象に、以下の支援制度を設けています。
各制度の詳細は担当係までお問い合わせください。

○広尾町中小企業融資制度
【概要】

・広尾町商工会を経由して町内の金融機関より借り入れを行った事業者に対し、保証料補給及び
利子補給を行います

・貸付限度額：運転資金2,000万円、設備資金2,000万円／貸付期間：最大10年間
【対象】

・中小企業信用保険法に定める中小企業又は個人・医療法人
・町内に独立した事業所又は店舗を有し同一事業を引き続き１年以上営んでいること
・町税を完納していること

【交付額】
保証料：都度全額補給 ／ 利子補給：当該年度内支払利子額の３分の１（最大10年間）

○広尾町中小企業特別融資利子補給補助金
【概要】

・広尾町商工会を経由して日本政策金融公庫より借り入れを行った事業者に対し、利子補給を行
います

・貸付限度額：運転資金2,000万円、設備資金2,000万円
【対象】

・中小企業信用保険法に定める中小企業又は個人・医療法人
・町内に独立した事業所又は店舗を有し同一事業を引き続き１年以上営んでいること
・独立開業する者は、町内の同一事業所、同一職種での従事経験が通算して６年以上の者
・町税を完納していること

【交付額】
利子補給：当該年度内支払利子額の３分の１（最大10年間）

○中小企業退職金共済制度奨励補助金
【概要】
　中小企業退職金共済制度等の加入を奨励し、中小企業に就業する従業員の福祉の増進を図るため、

事業者に対し補助金を交付します。
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　広尾町に居住し又は、広尾町に本店事務所を有するもので、中小企業共済制度又は、北海道中小

企業従業員退職金共済制度に加入し、掛金を納入した事業者
　※農業・漁業・風俗関連営業の業種などは対象外となります。

【交付額】
・退職金共済契約を締結した月から12ケ月間は、払った掛金の４分の１以内
・それ以外のものは、支払った掛金の12分の１以内

【その他】
　新規に対象制度に加入した事業者・現在補助金の交付を受けていない事業者は、水産商工観光課

商工観光係までご連絡ください。（連絡がないと補助対象として把握できません）
　※令和５年度に補助金の交付を受けている事業者は連絡不要です。

【お問い合わせ】　水産商工観光課 商工観光係 （℡２－０１７７）

広尾町の商工業者向け支援制度
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十勝バス「広尾線」の運行経路
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帯広第２合同庁舎前帯広第２合同庁舎前

・ 前

帯広市内の
バス停はこちら

ツルハドラッグ

公共交通を上手に利用しよう！公共交通を上手に利用しよう！

広尾町内の公共交通（バス路線）

広尾町内の公共交通（タクシー）
○広尾タクシー㈲
●営業時間　８時～20 時（日曜日は休業）
●料金　初乗り660 円（以降走行距離に応じて加算）
問 ℡２－３４５６

○㈲港タクシー
●営業時間 （月～木）７時～24時　（金）７時～25時
　　　　　 （土）９時～25時　（日・祝日）休業
●料金　初乗り660円（以降走行距離に応じて加算）
問 ℡２－２１７１

○十勝バス「広尾線」※詳しくは次ページをご覧ください
●広尾・帯広間を平日往復12便（土・日・祝 8便）運行
●所要時間　片道約２時間40 分
　　　　　　（忠類でトイレ休憩を取ります）
●運賃　広尾・帯広間　片道1,910 円（往復割引あり）
問 十勝バス㈱　℡0155－37－6500

○ＪＲバス「日勝線」
●広尾・様似間を平日往復３便
　（土・日・祝２便）運行
●運賃　広尾・音調津間　片道430 円
問ＪＲ北海道バス㈱様似営業所
　℡0146－36－3432

　広尾町の公共交通は、帯広市、えりも町・様似町、札幌市と結ぶ各バス路線のほか、タクシー会
社２社が営業しています。しかし、運転手不足によるバスの減便や運休が相次ぐなど、公共交通を
取り巻く状況は厳しさを増しています。
　今後、高齢化が進む中で免許返納を考える人も増えてくると思われますが、バスを上手に利用す
ると町内でのお買い物や通院にも便利です。また、スマートフォンなども活用し、時刻表を見なが
ら町外の病院やデパートを利用してみてはいかがでしょうか。
　ここでは、バスやタクシーの利用促進に向けて各社のサービス等をご紹介します。各路線バスの
時刻表は、今月号の折込チラシでご確認ください。

○ＪＲバス「高速ひろおサンタ号」
●広尾・札幌間を毎日１往復運行

「地域の足」としての公共交通

十勝バス
ホームページ

JR 北海道バス
ホームページ

運休中（再開時期は未定）
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　町では、高齢者への外出支援のためタクシー・バス運賃の助成事業を令和 5年度から本格実
施しています。
　助成券の交付には、申請が必要となります。

タクシー・バスをお得に利用できる
助成券を配布します

【お問い合わせ】保健福祉課 福祉係　℡２－０１７２

７５歳以上
対　　 象

助成券１枚あたりの額面は 100円です。助成額

1,500 円
2,000 円
2,500 円
3,000 円
3,500 円
4,000 円

「広尾市街」（下記２～６以外の地区）
「山フンベ」、「中広尾」
「桜」、「新生」
「音調津」、「野塚市街」
「野塚」、「豊似市街」
「紋別」、「東豊似」

１
２
３
４
５
６

お住まいの地区 助成額（１か月あたり）

令和 6年 4月 1日 ～ 令和 7年 3月 31日（この期間でいつでも使用可）実施期間

　　未申請の対象者全員に、４月上旬に申請書を送付します。次の①または②の方法
　で申請してください。
　　①役場 保健福祉課 福祉係へ郵送、または直接窓口へ提出
　　②地域包括支援センターや社会福祉協議会等の関係する職員に手渡し
　※どちらの方法も難しい場合は、保健福祉課職員が直接ご自宅まで伺い、申請を
　　受け付けます。お気軽にご連絡ください。

※昨年度までに申請済みの方は申請不要です。4月上旬に助成券を郵送します。

※初めて申請する方のみ申請方法

広尾タクシー㈲、㈲港タクシー、十勝バス㈱、ＪＲ北海道バス㈱

助成券を使用できる交通事業者

75歳※以上の方（施設に入所されている方は除きます）　※申請日現在の満年齢
◆運転免許証を所持している方も対象となります。
◆令和 6年度中に 75歳になられる方には、誕生月の前月に申請書を郵送します。

対象者
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渡辺ハルヱさんに長寿賞

保健師のインターンシップ

広尾中学校防災授業

みんな楽しみ、ふるさと給食

これからもお元気で

広尾に来て学びました

防災対応を思案討議

広尾の旬を教室で

２月７日に満100歳の誕生日を迎える渡辺ハルヱさんに、
村瀨町長から長寿賞の盾と花束が贈呈されました。贈呈は
老人ホームのホールで行われ、渡辺さんの家族と他の入所
者からお祝いの拍手が上がりました。渡辺さんは「皆さん
に祝っていただき嬉しいです。今日はありがとうございま
した」と嬉しそうに感謝の言葉を伝えました。

広尾町保健業務インターンシップ事業で、名寄市立大学３
年生２人が来町しました。午前は「ぴよママサロン」を見
学。午後は澤村拓也地域おこし協力隊員が広尾の魅力を紹
介。参加した山口さんは「温かい人が多く、人と交流でき
る場があるのが魅力的」東海林さんは「住民同士の繋がり
が深いのが素敵」と広尾の印象を話しました。

広尾中学校の１年生を対象に、防災授業が行われました。
北海道総合防災マスター認定者の佐藤春雄さんを講師に、
参加した42人は、まず地震津波の実状から学習。その後、

「クロスロードゲーム」という、災害時の局面ごとに決断
を迫られる数々の点を班別討論しました。見方の違いで意
外な意見も出現し、対応の難しさを再認識していました。

広尾漁協つぶ篭漁業部会（下澤利文部会長）から町内の小・
中学校、高校の給食用に、とうだいつぶ20kg が無償提供
されました。今回は「広尾産とうだいつぶカレー」として
登場。豊似小学校では、児童たちが広尾の旬の恵みを「楽
しみ」と喜び、５年生の遠山健

たける
さんは「カレーにつぶの味

が出ておいしい！」と話していました。

渡辺さん（中央左）、村瀨町長（中央右）と家族渡辺さん（中央左）、村瀨町長（中央右）と家族

今回参加したお二人（左前、左中央）今回参加したお二人（左前、左中央）

出題に班討論を重ね、発表し合いました出題に班討論を重ね、発表し合いました

広尾の名産を笑顔で味わっていました！広尾の名産を笑顔で味わっていました！

2/6

2/8

2/7

2/9
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ピロロツーリズム推進協議会
「わが村は美しく」受賞報告

特別叙勲（瑞宝双光章）・叙位 伝達

新規就農者激励の集い

新感覚の冬の遊び

魅力発信の取り組みを評価

故・村上シズ子さんへ

今後の活躍に期待

磯野巧地域おこし協力隊員（体験型観光担当）企画のサイ
クリングイベントが開催されました。イベントは（一社）
十勝プラスの及川雅敦氏をガイドに、中川一郎記念館から
菊地ファームカフェまでの約14㎞を「ファットバイク」
で走行するもの。幕別町から参加した女性は「自転車で雪
や氷の上を走るのは初めて。楽しかった」と話しました。

一次産業や景観を活用した体験型観光を企画するピロロツー
リズム推進協議会が北海道開発局の「わが村は美しく－北
海道」運動の第11回コンクールで優秀賞を受賞し、村瀨
町長に報告しました。村瀨町長は「賑わいを生み出す取り
組みが評価された。まちの活性化に寄与する大きな力で、
自慢になる」とお祝いの言葉を送りました。

元民生・児童委員の故・村上シズ子さんが特別叙勲（瑞宝

双光章）及び叙位を受章し、村瀨町長から子の妻 和美さ

んへ伝達しました。村上シズ子さんは48年もの永きにわ

たり民生・児童委員として住民福祉の向上にご尽力されま

した。

広尾町農業担い手育成センター主催の新規就農者激励の集
いがコミセン大ホールで行われ、今年度の対象者の古関峻
介さんが出席しました。鯖江雅浩組合長が「牧場を引き継
ぎ、広尾町農業発展の一翼を担って」と激励。古関さんは

「やるからには、楽しんでやるという気持ちを忘れず頑張
ります」と抱負を述べました。

雪や氷の上もファットバイクなら走行可能！雪や氷の上もファットバイクなら走行可能！

活動拠点の「シーサイドハウス」で受賞を報告活動拠点の「シーサイドハウス」で受賞を報告

左から和美さん、村瀨町長左から和美さん、村瀨町長

古関さん（中央右）を囲む参加者古関さん（中央右）を囲む参加者

2/12

2/14

2/13

2/16
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町民通信員研修会アイスキャンドル×
ウッドイルミネーション2024

企業版ふるさと納税
　　大昭電気工業（株）、
　　（株）北口電器商会
 に広尾町感謝状

写真撮影のコツを学ぶうみとやまのコラボ

ご厚志に深く感謝します

（株）クナウパブリッシングを講師に招き、「カメラと写真
の講座」と題した町民通信員研修会が野塚交流館で開催さ
れました。今回は通信員以外からも参加を募集。通信員を
含め６人が参加しました。座学による講習の後は、同日開
催のイルミネーションイベントで実際に写真を撮影し、講
師にアドバイスを受けながら撮影のコツを学びました。

大昭電気工業（株）（帯広市、出村哲教代表取締役社長）
から、また（株）北口電器商会（帯広市、秋田谷文雄代表
取締役）から、企業版ふるさと納税による寄附を、それぞ
れ100万円いただいています。この日、村瀨町長から、両
社に感謝状が贈られました。両社はともに、平成29年か
ら寄附をくださっています。大昭電気工業（株）の出村哲
教社長は「広尾町には長くお世話になっており、微力なが
ら発展の一助になれば」と話されました。（株）北口電器
商会の秋田谷文雄代表取締役は「広尾町と何十年もお付き
合いがあり、企業版ふるさと納税でもお役に立てれば」と
話されました。村瀨町長は「ご意向に沿って、有効に使わ
せていただきます」と答えました。

野塚「集いの杜」に、広尾町のウッドイルミネーション約
２千個と友好都市・芽室町のアイスキャンドル約150個が
設置され、町内外から約250人が来場しました。今年が２
回目の開催です。「サンタのつぶやき」や芽室の特産品販売、
両町の食材を使ったピザ作り体験が行われ、会場は子ども
から大人まで多くの人で賑わいました。

町民通信員は随時募集中！町民通信員は随時募集中！
興味のある方はふれあいの係（℡2-0184）まで興味のある方はふれあいの係（℡2-0184）まで

左から村瀨町長、北口電器商会 秋田谷代表取締役左から村瀨町長、北口電器商会 秋田谷代表取締役

左から村瀨町長、大昭電気工業 出村社長左から村瀨町長、大昭電気工業 出村社長

雪の上で輝くイルミネーションは神秘的でした雪の上で輝くイルミネーションは神秘的でした

2/182/18

2/19
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幼年消防クラブ退団式

広尾高校卒業式

おやこで楽しむジビエ料理教室

宮坂建設工業㈱紺綬褒章伝達

幼少時から火の用心！

更なる飛躍と活躍を

地元の食材を使って

広尾を応援したい

ひろお保育園（佐々木みゆき園長）で幼年消防クラブの退
団式が行われました。年長園児38人が退団し、西内努広
尾消防署長らから記念品が贈られました。同クラブの遠藤
由春幹事長は、あいさつで「みんなが気をつければ火事は
おきませんよ」と呼びかけ。布施蒼

そ ら
昊くんは「これからも

火の用心をがんばる」と話していました。

広尾高校で卒業式が行われ、36人に柴山真純校長から卒
業証書が授与されました。在校生代表の大溝悠真さんが「自
信を持って自分の道を進んで」と送辞を読み、卒業生代表
の吉田あいらさんは答辞で「仲間と協力して困難に立ち向
かい、成長できた。支えてくれた全ての人たちに感謝した
い」と思い出と感謝の気持ちを述べました。

商工会女性部（神野梢部長）主催で、おやこ料理教室が開
かれ、小学生４人と保護者３人が参加しました。女性部員
５人が手伝いながら、シカ肉の加工品を使った料理や、タ
ラのポタージュ、デザートなどを作りました。参加した柏
浦悠

ゆ う た
汰さんは「お母さんと一緒に楽しく料理できた。シカ

肉がおいしかったです」と笑顔で話しました。

宮坂建設工業株式会社（帯広市、宮坂寿文代表取締役社長）
が紺綬褒章を受章され、村瀨町長から伝達しました。広尾
町と日高管内３町が舞台になる映画制作活動費として、昨
年３月に企業版ふるさと納税で２千万円を寄附いただいた
ものです。宮坂社長は「十勝で海の窓口である広尾を、少
しでも応援できれば」と話しました。

園児にやさしく語りかける遠藤幹事長園児にやさしく語りかける遠藤幹事長

卒業生皆さんのご健康とご活躍をお祈りします卒業生皆さんのご健康とご活躍をお祈りします

広尾産の食材を使っておいしく料理しました広尾産の食材を使っておいしく料理しました

左から村瀨町長、宮坂社長左から村瀨町長、宮坂社長

2/21

3/1

2/27

3/1
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
国
保
病
院
職
員　
募
集

○
職
種
･
募
集
人
数
･
給
料
･
応
募
資
格

 

※
次
の
金
額
は
最
低
賃
金
額
で
す
。

 　
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

（
正
規
職
員
）

・
薬
剤
師　
１
人

　
月
額
：
２
０
２
，
８
０
０
円
～

　
資
格
：
薬
剤
師
免
許
の
有
資
格
者

・
看
護
師
・
准
看
護
師　
若
干
名

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
１
８
，
８
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
８
３
，
５
０
０
円
～

※
別
途
夜
勤
手
当
等
各
種
手
当
あ
り

　
資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
訪
問
看
護
師　
１
人

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
１
８
，
８
０
０
円
～

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

１
８
３
，
５
０
０
円
～

　
資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

　
　
　
　

 

普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限

定
可
）

・
言
語
聴
覚
士
・
理
学
療
法
士　

�

若
干
名

　
月
額
：
２
０
２
，
８
０
０
円
～

　
資
格
： 

言
語
聴
覚
士
ま
た
は
理
学
療

法
士
の
有
資
格
者

○
雇
用
期
間　

募
集

　
５
月
１
日
～

○
応
募
方
法

　

 

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）、
職
務
経

歴
書
に
各
免
許
証
を
添
え
、
国
保
病

院
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

　
適
性
検
査
（
薬
剤
師
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
℡
２・
３
１
１
１
）

会
計
年
度
任
用
職
員　
募
集

【
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
】

○
職
種
・
募
集
人
数

プ
ー
ル
管
理
人

・
広
尾
町
民
プ
ー
ル　
４
人

・
豊
似
地
域
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル　
３
人

○
雇
用
期
間

　
６
月
４
日
～
９
月
17
日
（
予
定
）

○
日
額　
７
，
４
４
０
円

○
応
募
資
格

　

 

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、
休
日
及

び
夜
間
（
午
後
８
時
頃
ま
で
）
の
勤

務
が
可
能
な
方

○
応
募
方
法

　

 

４
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
履
歴
書
（
顔

写
真
貼
付
）
を
社
会
教
育
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
の
場

合
は
締
切
日
必
着
と
し
ま
す
。

○
選
考
方
法

　
面
接

○
選
考
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
１
）

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
】

○
職
種
・
募
集
人
数
・
給
与
・
応
募
資
格

・
看
護
職
・
准
看
護
師
（
常
勤
）　
１
人

　
月
額
（
看
護
師
）：

�

２
４
７
，
９
０
０
円

　
月
額
（
准
看
護
師
）：

�

２
０
３
，
０
０
０
円

　
資
格
： 

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
免

許
の
有
資
格
者

・
看
護
職
・
准
看
護
師
（
パ
ー
ト
）

�

１
人

　
時
給
（
看
護
師
）：
１
，
６
７
７
円

　
時
給
（
准
看
護
師
）：

�

１
，
３
１
６
円

　
勤
務
時
間
：
１
日
５
時
間
程
度

・
介
護
福
祉
士
・
介
護
員
（
常
勤
）

�

若
干
名

　
月
額
（
介
護
福
祉
士
）：

�

１
９
３
，
３
０
０
円

　
月
額
（
介
護
員
※
右
記
以
外
）：

�

１
７
０
，
２
０
０
円

・
介
護
員
（
パ
ー
ト
）　
若
干
名

　
時
給
：
１
，
０
７
７
円
～

○
応
募
方
法

　
 

随
時
募
集
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
を
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法

　
面
接

○
選
考
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
（
℡
２・
２
１
２
７
）

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験

（
前
期
）

　
令
和
７
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消

防
職
員
採
用
資
格
試
験
（
前
期
）
を
、

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
頃
に
実
施
予

定
で
す
。

　
試
験
案
内
は
、
４
月
15
日
（
月
）
か

ら
、
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課
、
十

勝
管
内
各
消
防
署
、
帯
広
市
役
所
１
階

総
合
案
内
で
配
布
予
定
の
ほ
か
、
と
か

ち
広
域
消
防
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
細
は
、
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○
受
験
区
分

　
大
学
卒
・
短
大
卒
・
救
急
救
命
士（
予
定
）

○
採
用
人
数
・
試
験
日
程
・
申
込

　
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課

　
　
人
事
給
与
係

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
６・
９
１
２
１
）

　
　
広
尾
消
防
署
庶
務
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
〔
帯
広
市
西
５
南
14
〕　　
　

　
　
（
℡
０
１
５
５・
２
３・
８
７
１
８
）

▼ 

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 https://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/obihiro/

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
４
月
６
日
（
土
）
～
15
日
（
月
）
ま

で
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実

施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
な
ど
歩
行
者
の
安
全
確
保
！

　

 

入
学
や
進
級
を
迎
え
た
児
童
が
、
通

園
・
通
学
を
始
め
ま
す
。
交
通
事
故

は
、
み
ん
な
を
不
幸
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
、
高

齢
者
の
道
路
横
断
に
も
対
応
で
き
る

安
全
な
速
度
で
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
の
安
全
ル
ー
ル
徹
底
！

　

 
春
に
な
り
自
転
車
を
利
用
す
る
方
が

増
え
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
る
な

ど
、
自
転
車
の
正
し
い
知
識
や
技
能

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
交

差
点
で
の
一
時
停
止
、
安
全
確
認
を

徹
底
し
、
自
転
車
運
転
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
！

　

 

飲
酒
運
転
は
、
重
大
交
通
事
故
に
直

結
す
る
極
め
て
悪
質
・
危
険
な「
犯
罪
」

で
す
。
わ
ず
か
な
お
酒
で
も
、
運
動

能
力
・
判
断
能
力
を
鈍
ら
せ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
の

軽
い
気
持
ち
が
、
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。「
乗
ら
な
い
」、「
乗

せ
な
い
」、「
飲
ま
せ
な
い
」
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
町
・
広
尾
警
察
署

　

 　
広
尾
町
地
域
安
全
推
進
協
議
会

お
知
ら
せ

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

予備
自衛官補

一般 18歳以上52歳未満の方 ４月11日（木）
まで

４月６日（土）から
４月21日（日）のうち１日技能 18歳以上で

国家免許資格等を有する方

幹部
候補生

一般
※飛行
要員を
除く

22歳以上26歳未満の方
※修士課程修了者は
　28歳未満の方

４月24日（水）

～

６月13日（木）

１次：６月22日（土）
２次：７月30日（火）から
　　　８月５日（月）のうち１日歯科 20歳以上30歳未満の方

薬剤科 20歳以上28歳未満の方

一般曹
候補生 18歳以上33歳未満の方 ５月７日（火）

まで

１次：５月17日（金）から
　　　５月26日（日）のうち１日
２次：６月15日（土）から
　　　６月30日（日）のうち１日

犬
の
登
録
・
予
防
接
種
は

忘
れ
ず
に

　
犬
の
登
録
受
付
と
狂
犬
病
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
。
飼
い
主
は
最
寄
り
の

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
仕

事
の
都
合
で
日
中
に
登
録
受
付
や
予
防

接
種
が
で
き
な
い
方
は
、
最
終
日
に
、

午
後
６
時
ま
で
役
場
駐
車
場
で
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

登
録
手
続
：
次
の
場
合
は
、
必
ず
役

場
に
届
出
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
・
新
た
に
犬
を
取
得
し
た
と
き

　
・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

　
・
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

○
狂
犬
病
予
防
注
射

　

 

毎
年
、
必
ず
１
回
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

○
登
録
料
金
な
ど

　
登
録
料　
　
　
１
頭
３
，
０
０
０
円

　
予
防
接
種
料　
１
頭
３
，
２
４
０
円

○
往
診

　
往
診
料　
　
　
１
往
診　
５
０
０
円

　
※ 

往
診
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
生
活
係
（
℡
２・
０
１
７
１
）

◎畜犬登録と狂犬病予防接種日程表
月　日 時　　間 所要 地　　区 会　　場

４月16日
（火）

 8:40～ 9:20 40分 紋　　別 酪農研修センター前
11:30～12:00 30分 東 豊 似 東豊似農業センター前
13:30～14:00 30分 豊似市街 農協豊似給油所横
14:15～14:45 30分 野塚市街 野塚消防会館駐車場
16:00～16:15 15分 入舟町・上浜 漁村改善センター前

４月17日
（水）

 9:30～ 9:45 15分 音調津・桜 生活改善センター前
10:00～10:20 20分 山フンベ 山フンベ集会所前
10:30～10:45 15分 中 広 尾 池下様宅前
11:00～11:20 20分 緑町・朝日 たんぽぽ会館前
13:20～13:50 30分 並 木 町 釧路トヨタ横
14:00～14:15 15分 錦町・錦通 錦町公園
14:30～15:00 30分 並 木 町 ツルハ広尾店駐車場
15:10～15:30 20分 丸山南７丁目 丸山寿の家前

４月18日
（木）

 9:00～ 9:20 20分 桜が丘・丸
山５丁目 桜が丘公園

 9:30～ 9:45 15分 つつじが丘 斉藤茂子様宅横
10:00～10:30 30分 こぶしが丘 広北児童館横
10:50～11:20 30分 栄    町 るるマート駐車場
13:00～13:20 20分 13丁目 川津ボデー工業前
13:30～13:50 20分 10丁目 広縁寺駐車場
14:00～14:15 15分 会    所 本通３丁目集会所横
16:00～18:00 120分 ７丁目・全地区 役場駐車場
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
就
学
援
助
申
請
受
付

　
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な
事
情

等
に
よ
っ
て
、
小
中
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
な
家
庭
の
お
子
さ
ん
に
学
用
品
費
・

給
食
費
・
体
育
実
技
用
具
費
な
ど
の
援

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
類
は
、

４
月
上
旬
に
各
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
ま

す
（
新
中
学
３
年
生
を
除
く
）。
令
和

６
年
度
の
支
給
内
容
の
変
更
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

　
小
学
校
３
，
０
０
０
円
の
増
額

問　
学
校
教
育
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
６
）

既
存
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
支
援

　
町
で
は
、
町
内
の
既
存
木
造
住
宅
の

耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
耐
震
診

断
及
び
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
方
に
補

助
金
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
チ
ラ
シ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
～
８
月
30
日
（
金
）

○
補
助
対
象
建
築
物

　

 

木
造
の
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用
住

宅
（
延
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

居
住
用
の
も
の
に
限
る
）
で
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
地
上

２
階
建
て
ま
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

○
補
助
金
額

①
耐
震
診
断
補
助
金
額　

　

 

耐
震
診
断
に
要
し
た
額
（
３
万
円
を

上
限
と
し
、
１
，
０
０
０
円
未
満
の

端
数
は
切
り
捨
て
と
し
た
額
）

②
耐
震
改
修
補
助
金
額　

　

 

30
万
円
を
限
度
と
し
、
耐
震
改
修
工

事
に
要
し
た
額
に
応
じ
て
補
助
金
額

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

問　
建
築
公
住
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
８
）

住
宅
や
店
舗
に

サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ウ
ッ
ド
を

使
い
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
、
町
内
の
住
宅
や
店
舗
等
の

新
築
・
増
築
・
改
築
に
使
用
す
る
町
産

材
（
サ
ン
タ
ラ
ン
ド
ウ
ッ
ド
）
の
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。
１

ケ
月
以
上
の
余
裕
を
も
っ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
度
で
本
事
業

は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
制
度
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
補
助
金
額

　
１
㎡
に
つ
き
６
，
０
０
０
円
の
補
助

　
（
最
大
50
万
円
）

問　
農
政
林
務
係

　
　
（
℡
２・
０
１
７
９
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

予
約
専
用
電
話
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
サ
イ
ト

終
了
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

の
た
め
に
設
置
し
て
い
た
「
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
予
約
専
用
電
話
（
℡
２
・

５
１
２
３
）」
及
び
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
サ
イ
ト
」
は
、
３
月
29
日
（
金
）

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
４
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

問　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・５
１
２
２
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当　
手
当
額
の
改
定

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
手
当
額
（
月
額
）
が
、
物
価
変
動

率
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年
４
月
分
か
ら

３・
２
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

問　
児
童
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

■児童扶養手当（月額）
令和６年３月分まで 令和６年４月分から

児童１人のとき
全部支給 44,140円 45,500円
一部支給 44,130円～10,410円 45,490円～10,740円

第２子加算額
全部支給 10,420円 10,750円
一部支給 10,410円～5,210円 10,740円～5,380円

第３子以降加算額
全部支給 6,250円 6,450円
一部支給 6,240円～3,130円 6,440円～3,230円

■特別児童扶養手当（月額）
令和６年３月分まで 令和６年４月分から

１級 53,700円 55,350円
２級 35,760円 36,860円
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
固
定
資
産
の
縦
覧

　

令
和
６
年
度
固
定
資
産
税
縦
覧
帳

簿
を
、
次
の
期
間
中
に
縦
覧
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の
所
有
状

況
な
ど
の
確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
期
間

　
４
月
１
日
（
月
）
～
７
月
１
日
（
月
）

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

○
時
間

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

○
場
所

　
住
民
課
課
税
係

問　
課
税
係
（
℡
２・
０
１
７
４
）

ま
ち
づ
く
り
意
見
公
募　
結
果

　
「
第
４
期
広
尾
町
障
害
者
計
画（
原
案
）」

に
つ
い
て
、
１
月
26
日
か
ら
２
月
16
日

ま
で
の
間
、
ま
ち
づ
く
り
意
見
公
募
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
計
画
の
基
本
目
標
で
あ

る
“
誰
も
が　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る　

支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
”
の
実
現
の

た
め
、
相
談
支
援
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
や
障
が
い
へ
の
理
解
と
交
流
を
よ

り
一
層
推
進
し
、
障
が
い
者
福
祉
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

広
尾
町
海
洋
博
物
館　
開
館

　
広
尾
町
海
洋
博
物
館
は
４
月
27
日（
土
）

か
ら
開
館
し
ま
す
。

　
併
設
の
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
「
海

の
館
」
と
と
も
に
、
広
尾
町
の
歴
史
や

文
化
、
第
61
代
横
綱
・
北
勝
海
、
山
岳

画
家
・
坂
本
直
行
画
伯
の
遺
作
、
旧
国

鉄
広
尾
線
の
記
録
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

・
郷
土
の
文
化
を
学
習
す
る
方

・
絵
画
に
興
味
の
あ
る
方

・
鉄
道
フ
ァ
ン
、
大
相
撲
フ
ァ
ン

な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
開
館
日
時

　
４
月
27
日
（
土
）
～
11
月
４
日
（
月
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
土
・
日
・
祝
日
の
み
開
館

※
平
日
は
予
約
に
応
じ
開
館

※ 

11
月
５
日
～
翌
年
４
月
下
旬
ま
で
は

冬
期
休
館

○
入
館
料

　
一
般
（
高
校
生
以
上
）：
３
３
０
円

　
小
中
学
生
（
高
校
生
）：
１
６
５
円

※
10
人
以
上
で
団
体
割
引
が
あ
り
ま
す
。

※ 

65
歳
以
上
の
町
民
・
乳
幼
児
は
無
料

で
す
。

問　
社
会
教
育
係
（
℡
２・
０
１
８
１
）

危
険
物
取
扱
者
・

消
防
設
備
士
試
験
日
程

　
令
和
６
年
度
の
危
険
物
取
扱
者
及
び

消
防
設
備
士
試
験
の
日
程
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
帯
広
会
場　

・
５
月
19
日
（
日
）

・
７
月
28
日
（
日
）

・
10
月
20
日
（
日
）

・
令
和
７
年
２
月
９
日
（
日
）

　
受
験
願
書
は
郵
送
に
よ
る
提
出
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
電
子
申
請

も
可
能
で
す
。

　
詳
し
く
は
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
広
尾
消
防
署
予
防
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

防
火
・
防
災
管
理
講
習

　
令
和
６
年
度
の
防
火
・
防
災
管
理
講

習
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
・
乙
種
防

火
管
理
講
習

・
第
１
回

　
６
月
５
日
（
水
）、
６
日
（
木
）

・
第
２
回

　
６
月
12
日
（
水
）、
13
日
（
木
）

・
第
３
回

　
10
月
16
日
（
水
）、
17
日
（
木
）

・
第
４
回

　
11
月
６
日
（
水
）、
７
日
（
木
）

・
第
５
回

　
令
和
７
年
２
月
５
日
（
水
）、
６
日
（
木
）

○
防
災
管
理
新
規
講
習

・
６
月
７
日 （
金
）

○
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

・
第
１
回　
６
月
14
日
（
金
）

・
第
２
回　
10
月
18
日
（
金
）

○
防
火
・
防
災
管
理
再
講
習

・
６
月
14
日
（
金
）

　
詳
し
く
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
広
尾
消
防
署
予
防
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

春
の
全
道
火
災
予
防
運
動

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
20
日（
土
）

～
30
日
（
火
）
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
空
気
の
乾
燥
及
び
強

風
等
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
で
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
町
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
内
を
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　
広
尾
消
防
署
予
防
係

　
　
（
℡
２・
２
７
３
０
）

優
良
運
転
者
の
表
彰

　
広
尾
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
本

年
度
も
優
良
運
転
者
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
は
当
協
会
加
入
者
で
、
表
彰
区

分
・
資
格
基
準
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
表
彰
区
分
・
資
格
基
準
等

①
釧
路
方
面
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

　
（
15
年
以
上
）

・ 

運
転
歴
が
15
年
以
上
で
、
現
に
平
常

自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
方

・ 

無
事
故
、
無
違
反
期
間
が
15
年
以
上

の
方

②
北
海
道
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

　
（
20
年
以
上
）

・ 

運
転
歴
が
20
年
以
上
で
現
に
平
常
自

動
車
を
運
転
し
て
い
る
方

・ 

釧
路
方
面
交
通
安
全
協
会
長
の
15
年

表
彰
を
受
け
て
い
る
方

・ 

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑

に
あ
た
る
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
過
去

10
年
以
上
な
い
方

③
北
海
道
警
察
本
部
長
・
北
海
道
交
通

安
全
協
会
長
連
名
表
彰

　
（
30
年
以
上
）

・ 

運
転
歴
が
30
年
以
上
で
現
に
平
常
自

動
車
を
運
転
し
て
い
る
方

・ 

北
海
道
交
通
安
全
協
会
長
の
20
年
表

彰
を
受
け
て
い
る
方

・ 

交
通
違
反
、
そ
の
他
罰
金
刑
以
上
の

刑
に
あ
た
る
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
過

去
15
年
以
上
な
い
方

○
申
請
締
切

　
５
月
10
日
（
金
）

○
申
請
先

　
広
尾
地
区
交
通
安
全
協
会
窓
口

　
（
広
尾
警
察
署
内
）

○
そ
の
他

　

 

申
請
の
際
は
、
運
転
免
許
証
と
会
員

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
広
尾
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に

○ 

複
数
で
行
動
し
、
音
で
人
の
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う

　

 

野
山
に
は
１
人
で
入
ら
ず
複
数
で
行

動
し
、
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
持

ち
、
会
話
し
な
が
ら
人
の
存
在
を
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

 

ま
た
、
万
が
一
、
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し

襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
ク
マ
撃
退
ス

プ
レ
ー
が
有
効
で
す
。撃
退
ス
プ
レ
ー

も
持
参
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

ヒ
グ
マ
出
没
情
報
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
　

 

ヒ
グ
マ
は
、市
街
地
、公
園
、河
川
敷
、

緑
地
帯
な
ど
、
身
近
な
場
所
に
も
潜

ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自

治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
等

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

残
飯
や
生
ゴ
ミ
の
処
理
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う

　

 

ヒ
グ
マ
は
一
度
ゴ
ミ
の
味
を
覚
え
る

と
、
そ
れ
を
目
当
て
に
ゴ
ミ
捨
て
場

な
ど
に
繰
り
返
し
出
没
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
野
外
に
放
置
し

た
り
、
埋
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○ 

フ
ン
や
足
跡
、
食
べ
た
跡
を
見
つ
け

た
ら
、
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う

　

 

ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
、
草
や
木
な

ど
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
跡
な
ど
を
見

つ
け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
引
き
返
し

ま
し
ょ
う
。

○
落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う

　

 

万
が
一
ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
逃

げ
た
り
、
騒
い
だ
り
、
慌
て
て
行
動

す
る
と
、
か
え
っ
て
ヒ
グ
マ
を
興
奮

さ
せ
、
襲
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
リ
ュ
ッ
ク
や
持
ち
物
は
回
収
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
り

ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
の
防
止

　
例
年
４
月
に
入
る
と
、
行
者
ニ
ン
ニ

ク
や
タ
ケ
ノ
コ
等
の
山
菜
を
求
め
て
入

山
し
、
山
中
で
道
に
迷
っ
た
り
、
沢
に

転
落
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
慣
れ
た
山
で
も
、
油
断
に
よ
る
「
危

険
な
落
と
し
穴
」
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
行
き
先
を
家
族
に
伝
え
ま
し
ょ
う

　

 

行
き
先
が
わ
か
ら
な
い
と
、
捜
索
開

始
が
遅
れ
ま
す
。
行
き
先
や
帰
宅
時

間
を
家
族
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

○ 

無
理
に
山
奥
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

　

 

慣
れ
た
山
で
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

自
分
の
体
力
や
体
調
、
天
候
や
時
間

に
合
わ
せ
た
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
単
独
で
の
入
山
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

 

万
が
一
、
迷
っ
た
り
怪
我
を
し
た
場

合
、一
人
で
は
救
助
要
請
で
き
ま
せ
ん
。

な
る
べ
く
複
数
で
出
か
け
、
山
の
中

で
は
絶
え
ず
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

お
互
い
の
位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山
し
ま
し
ょ

う
　

 

遭
難
時
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
か

ら
救
助
に
向
か
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

上
空
か
ら
は
赤
色
や
白
色
系
の
服
装

が
目
立
つ
の
で
、
発
見
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

○ 

携
帯
電
話
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
ち
ま

し
ょ
う

　

 

携
帯
電
話
が
あ
れ
ば
、
非
常
時
の
連

絡
手
段
と
し
て
助
け
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ホ
イ
ッ
ス
ル

が
あ
る
と
周
囲
に
自
分
の
存
在
を
知

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

　
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
は
、

北
海
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す

る
苦
情
を
、
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
苦
情

審
査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立
場
か
ら

審
査
す
る
制
度
で
す
。

　
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情

で
あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
立
て

が
で
き
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
や

制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道
の
機

関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

　
電
話
や
匿
名
で
の
申
立
て
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
が
、
個
人
情
報
の
保
護

に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

　
苦
情
の
申
立
て
方
法
や
申
立
書
様
式

等
は
、
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

問　
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　
　
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
０
１
１・
２
０
４・５
５
２
３
）

性
暴
力
を
な
く
そ
う

　
性
暴
力
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

　
望
ま
な
い
性
的
な
行
為
は
、
性
暴
力

で
す
。
性
暴
力
は
、
被
害
者
の
尊
厳
を

著
し
く
傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
性
暴

力
は
、
年
齢
・
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
起

こ
り
ま
す
。

　
つ
ら
い
こ
と
、
不
安
な
こ
と
は
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

自
転
車
に
は

防
犯
登
録
と
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を

　
例
年
雪
解
け
を
迎
え
る
と
、
自
転
車

を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も
に
、

自
転
車
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

　
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら
守

る
た
め
に
、
自
転
車
は
備
付
け
錠
の
ほ

か
、
丈
夫
な
Ｕ
字
型
錠
な
ど
で
ツ
ー
ロ
ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
万
が
一
被
害
に
遭
っ
た
と
き

の
た
め
に
、
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し

ま
し
ょ
う
。
防
犯
登
録
を
し
て
お
く
と
、

防
犯
登
録
番
号
や
車
体
番
号
か
ら
持
ち

主
が
分
か
る
た
め
、
早
期
の
被
害
回
復

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
防
犯
登
録
の
手
続
き
は
自
転
車
販
売

店
で
行
え
る
の
で
、
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・
０
１
１
０
）

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
○
時
間　
午
前
10
時
半
～

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・
３
３
７
０
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

催
し

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
４
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　
総
会
を
行
い
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・
０
１
７
２
）

巡
回
型
法
律
相
談

弁
護
士
お
な
や
み
ご
と
相
談

　
釧
路
弁
護
士
会
で
は
、
無
料
法
律
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
法
律
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
遺
言
や
離

婚
問
題
な
ど
、
身
近
な
悩
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
相
談

を
希
望
す
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

○
日
時
：
４
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

○
会
場
：
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室

問　
釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

　
　
（
℡
０
１
５
５・
６
６・
４
８
７
７
）

日にち 場所

４月４日（木） 老人福祉センター

４月11日（木） 豊似農村環境
改善センター

４月18日（木） 老人福祉センター
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
山
菜
採
り
を
し
ま
せ
ん
か

　
豊
か
な
自
然
に
自
生
す
る
山
菜
を
採
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
山
に
は
ワ
ラ
ビ
や
コ

ゴ
ミ
、
フ
キ
、
ウ
ド
、
行
者
ニ
ン
ニ
ク

な
ど
様
々
な
山
菜
が
あ
り
ま
す
。
旬
の

食
材
を
使
っ
た
料
理
は
、
美
味
し
さ
も

ひ
と
し
お
で
す
。

　
採
る
こ
と
が
で
き
る
山
菜
は
時
期
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
詳
細
や
、
実
施

日
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
実
施
時
期　
４
～
５
月

○
料
金　
無
料

○
集
合
場
所

　
広
尾
町
ト
ヨ
イ
ベ
ツ
47
︲
４
５
２

○
そ
の
他

　

 

採
取
場
所
ま
で
移
動
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問　
大
庭
ひ
と
み

　
　
（
℡
０
９
０・７
６
５
６・０
９
９
２
）

広
尾
書
道
会　
４
月
の
講
座

　
鉛
筆
・
毛
筆
・
ペ
ン
字
・
日
常
の
か

な
文
字
の
書
き
方
、
そ
し
て
礼
儀
作
法

と
し
て
の
茶
道
の
た
し
な
み
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

【
書
道
と
茶
道
の
講
座
】

町
民
か
わ
ら
版

○
日
時

　
４
月
３
日
・
10
日
・
17
日
（
水
）

　
午
前
９
時
～

○
会
場　
コ
ミ
セ
ン
和
室

○
そ
の
他

・
受
講
料
：
無
料

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
申
込
は
当
日
ま
で
承
り
ま
す
。

　
（
飛
び
込
み
も
可
）

問　
広
尾
書
道
会　
代
表　
笹
川

　
　
（
℡
２・
３
２
７
８
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
様

式
は
任
意
）。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

 

町
民
（
ま
た
は
団
体
）
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
な
ど
、
公
益

的
な
情
報

（
注
） 

広
報
紙
へ
の
掲
載
が
適
さ
な
い

と
判
断
さ
れ
た
情
報
は
、
掲
載

を
お
断
り
し
ま
す
。

※ 

原
則
基
本
的
事
項
の
み
掲
載
。
詳
細

情
報
は
折
込
チ
ラ
シ
か
、
代
表
者
へ

の
問
合
せ
で
伝
え
る
こ
と
と
し
ま
す
。

○
料
金

　

 

無
料
。
た
だ
し
、
チ
ラ
シ
を
折
込
み

す
る
場
合
は
、
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
５
月
号　
４
月
４
日
（
木
）

○
提
出
先

　
企
画
課
ふ
れ
あ
い
の
係

※ 

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）

ご
意
見
箱
の
コ
ー
ナ
ー

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
箱
等
に
投
書
頂
い
た
ご
意
見
へ
の

回
答
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
費
用
助
成
を
』

　
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
費
用
を
助
成

し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
処
理
機
に
入

れ
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
で
、
ゴ
ミ
の
軽

量
化
に
な
り
ま
す
し
、
町
内
商
店
で
の

購
入
に
限
定
す
る
こ
と
で
町
内
の
経
済

が
回
る
と
思
い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
な
ど

に
住
ん
で
い
る
と
コ
ン
ポ
ス
ト
の
設
置

も
難
し
く
、
仮
に
設
置
し
た
と
し
て
も

キ
ツ
ネ
な
ど
の
野
生
動
物
か
ら
の
被
害

も
心
配
で
す
。

　
他
の
市
町
村
に
は
助
成
制
度
が
あ
る

そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、
広
尾
町
で
も
助
成

制
度
導
入
を
早
急
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

　
町
で
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
や
生

ゴ
ミ
の
水
切
り
の
推
奨
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
ゴ
ミ
の
減
量

に
向
け
て
生
ゴ
ミ
処
理
機
は
有
効
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
助
成
を
行
っ
て
い
る

他
の
市
町
村
の
状
況
な
ど
を
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

�

（
担
当
：
住
民
課
環
境
生
活
係
）

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
意
見
箱
は
役
場
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
児
童
福
祉
会
館
（
図
書
館
）、

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
記
入
用
紙
と
と

も
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
４
）
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広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

受診するにはまず、帯広の各専門病院（大江・緑ヶ丘・厚生）を受診してください。症状が安定し、「広尾町国保
病院への通院でよい」と担当医師に判断された方が当院で受診することができます。（サテライト診療）精神科受診の注意

ー ーーーー 大江
（1・3週）

月 火 水 木 金
藤田

ーーー

ーー

ー

ーー

ーー

ー

ー ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

荒井 荒井藤田

ー ーー

ー ーー

ーー

内　科

外 科

整 形 外 科

肩関節専門外来

消化器内科

循環器内科

脳神経外科

耳鼻咽喉科

眼 科

精 神 科

夜間診療

午  

前
午  

後
午  

前
午  
後

午  
前

午  

後

午  

前
午  

後
午  

前
午  

後
午  

前

午  

前

関口

午  

後

予約優先 藤田 荒井午  

後

午  

前
午  

後

ー

ー林（健）

後藤・林（美）

清水

荒木
（隔週）

荒井

藤田

ー 午  

後遠田

ー

（4週）
布施望月
奇数月
2週

ー ー山口山口ー

ー

小野寺午  

前
午  
後ー

ー

山口
午  

前
午  

前

午  

前

午  

前
午  

前

午  

後
午  

前
午  

後
午  

前
午  

後
午  

前

午  

後
午  

後

午  

後
午  

前

午  

後

山口

佐土根

ー 午  

後
午  

前
午  

前
午  

後 ー

赤津
（1・3・5週）

ー ー ー午  

後診療14：00～

診療14：00～

診療14：00～

予約制

診療14：30～内視鏡検査

診療9：30～

木村
（2・4週）

藤田1週 荒井2週 藤田3週 山口4週 輪番
（山口・荒井）

5週

午  

前
午  

前
午  

後
午  

後

林（健）

午  

前

木曜日のみ

受付時間

夜間 木のみ■受付時間 ／ 17：00～18：30　■診療時間 ／ 17：30～19：00

■午前 ／ 08：30～11：30
■午後 ／ 13：00～16：00 診療時間 ■午前 ／ 09：00～12：00

■午後 ／ 13：30～17：00

〈2024.4.1現在〉

4月から外来診療が
一部変更となります
4月から外来診療が
一部変更となります

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人
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新
年
度
も
Ｃ
Ｓ
の
取
組
に
ご
理
解
を

　
４
月
８
日
よ
り
、
町
内
の
学
校
で
は
令

和
６
年
度
の
教
育
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
学
校
評
価
や
学
校
運
営
協

議
会
の
熟
議
結
果
を
参
考
に
、
今
年
度
の

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
内
容
を
考

え
、
重
点
教
育
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
重
点
教
育
目
標
等
の
教
育
計
画
は

３
月
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
学
校
運
営
協

議
会
に
お
い
て
、
学
校
か
ら
提
案
が
あ
り

承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
運
営
協
議
会
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
（
学
校
運
営
協
議
会
が

機
能
す
る
）
こ
と
で
、
教
育
活
動
の
目
指

す
と
こ
ろ
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
共
有
す
る
こ
と
が
、
今
の
学
校
教

育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
「
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
」
の
実
現
に
向
け
た
取
組
に

大
き
く
か
か
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
で
検
討
し
た

教
育
環
境
を
生
か
し
た
取
組
で
は
、
昨
年

度
中
、
広
尾
小
が
鮭
の
学
習
や
地
域
の
方

と
の
交
流
、
豊
似
小
が
地
域
の
方
を
お
招

き
し
た
授
業
公
開
、
広
尾
中
が
環
境
学
習

や
郷
土
学
習
の
成
果
を
地
域
に
発
信
す
る

な
ど
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
も
、
地
域
と
学
校
が
相
互
に
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働
し
た
取
組
に

努
め
ま
す
。　

広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
よ
り

　
広
尾
っ
子
応
援
団
本
部
（
地
域
学
校
協

働
本
部
）
は
、
Ｃ
Ｓ
の
取
組
を
支
援
す
る

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
各
校
の
学
校
運
営
協
議

会
の
取
組
事
項
に
対
す
る
協
力
や
学
校
の

教
育
活
動
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
は
、
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
放
課
後
読
書
等
ふ
れ
あ
い

広
場
の
運
営
、
広
尾
っ
子
応
援
団
だ
よ
り

の
発
行
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で

自
粛
し
て
い
た
地
域
の
方
が
学
校
を
訪
れ

る
こ
と
も
再
開
し
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域

の
皆
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
も
多
く
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校

以
外
の
人
か
ら
学
ぶ
よ
さ
を
実
感
し
、
地

域
の
方
は
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

て
自
分
の
経
験
を
生
か
す
こ
と
で
生
き
が

い
や
元
気
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
広
尾
っ
子
応
援
団
は
子
ど
も
た
ち
を
地

域
み
ん
な
で
育
て
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
広
尾
っ
子
の
成
長

に
向
け
、
学
校
へ
の
支
援
や
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
の
激
励
を
お
願
い
し
ま
す
。　

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

国保病院
外来日程（4月、5月）のお知らせ 問　国保病院（℡2－3111）

４月５日（金） 大江医師
４月19日（金） 大江医師
４月23日（火） 望月医師
４月26日（金） 大江医師

【精神科】
５月14日（火） 布施医師
５月17日（金） 大江医師
５月28日（火） 望月医師

４月１日（月） 荒木医師
４月４日（木） 林（美）医師
４月11日（木） 後藤医師
４月15日（月） 荒木医師
４月18日（木） 林（美）医師
４月25日（木） 後藤医師

【耳鼻咽喉科】
５月２日（木） 林（美）医師
５月９日（木） 後藤医師
５月13日（月） 荒木医師
５月16日（木） 林（美）医師
５月23日（木） 後藤医師
５月27日（月） 荒木医師
５月30日（木） 林（美）医師

【眼科】
毎週火曜日の午前（予約制） 藤田医師

【肩関節専門外来】
４月11日（木） 木村医師
４月25日（木） 木村医師

５月９日（木） 木村医師
５月23日（木） 木村医師

【消化器内科】
毎週水曜日の午後　※午前は検査を行っています。 林（健）医師

【内科】
毎週火曜の午前、水曜、木曜の午後　休診

毎週月曜の午後 小野寺医師
毎週火曜の午前 関口医師
毎週木曜の午前 清水医師

【整形外科】

【脳神経外科】
毎週木曜の午後 佐土根医師
５月９日（木）佐土根医師休診

４月４日（木） 赤津医師
４月18日（木） 赤津医師

【循環器内科】
５月２日（木） 赤津医師
５月16日（木） 赤津医師
５月30日（木） 赤津医師

毎週水曜日の午後 遠田医師

【外科】
毎週火曜、木曜の午後、水曜、金曜の午前 山口医師
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町
で
は
、
ご
自
宅
で
介
護
を
さ
れ

て
い
る
方
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

以
下
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
介
護
用
品
等
支
給
事
業

　
介
護
に
必
要
な
紙
お
む
つ
や
清
拭

剤
等
及
び
そ
の
廃
棄
に
か
か
る
町
指

定
ご
み
袋
の
支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
支
給
要
件
】

※
要
件
①
②
③
全
て
に
該
当
す
る
方
。

①�

町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

上
、
同
一
世
帯
で
介
護
を
し
て
い

る
町
民
税
非
課
税
世
帯
。

②�

介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
ま
た

は
障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
障

害
支
援
区
分
１
以
上
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
を
介
護
し
て
い
る
家

族
。

③�
介
護
保
険
法
ま
た
は
障
害
者
総
合

支
援
法
に
よ
る
認
定
調
査
票
の
排

泄
項
目
で
全
介
助
の
方
を
介
護
し

て
い
る
家
族
。

◆
要
介
護
高
齢
者
等
介
護
手
当

　
在
宅
で
要
介
護
高
齢
者
等
を
介
護

し
て
い
る
方
に
対
し
て
、
介
護
手
当

（
月
額
１
万
円
）
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

【
支
給
要
件
】

※
要
件
①
②
両
方
に
該
当
す
る
方
。

①�

町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

上
、
同
一
世
帯
で
介
護
を
し
て
い

る
家
族
。

②�

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
４

ま
た
は
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
も
し
く
は
、
障
害
者
総

合
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援

区
分
５
ま
た
は
区
分
６
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
を
在
宅
で
介
護
し

て
い
る
家
族
。

　
詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・３
３
７
０
）

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
の
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す

389

　
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
前
年

所
得
が
基
準
以
下
の
学
生
を
対
象
と

し
た
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障

害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

未
納
の
ま
ま
放
置
せ
ず
学
生
納
付
特

例
を
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
に
な
る
方

　
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で

計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】
百
二
十
八
万
円
＋

{

扶
養
親
族
×
38
万
円}

◆
承
認
期
間

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら

２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ

い
て
も
遡
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
な
い

た
め
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と

き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

遡
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で

き
ま
す
。

◆
申
請
時
に
必
要
な
書
類

・�

学
生
証
（
有
効
期
間
が
表
記
さ
れ

て
い
る
も
の
）
の
写
し
ま
た
は
在

学
証
明
書
（
原
本
）

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
（
基
礎
年
金

番
号
が
わ
か
る
も
の
）

問　
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・０
１
７
１
）

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
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けんこうひろば 健康管理センター℡2－5122

が
ん
検
診・特
定
健
診
等

日
に
ち　
６
月
１
日
（
土
）
～

　
　
　
　
３
日
（
月
）

受
付　
６
時
～
10
時

会
場　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込　
５
月
10
日
（
金
）
ま
で

が
ん
検
診

　
２
人
に
１
人
が
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
る
「
が
ん
」。
年
１
回
、

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　
35
歳
以
上
の
方

　
　
　

�（
前
立
腺
が
ん
検
診
は
50

歳
以
上
の
男
性
）

内
容
・
料
金

・
胃
が
ん
検
診�

１
，
０
０
０
円

・
肺
が
ん
検
診�

３
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診�

６
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
検
診

�

１
，
０
０
０
円

特
定
健
診
・
健
康
診
査

　
個
人
で
受
け
る
と
最
大
約
１
万

円
か
か
る
検
査
が
、
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

対
象

①�

30
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
中
の
方

②�

75
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
加
入
中
の
方

③�

30
歳
以
上
の
生
活
保
護
世
帯
の

方
※�

①
～
③
以
外
の
方
で
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
を
お
持
ち
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
容　

�

身
体
測
定
、
血
液
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
な

ど

料
金　
無
料

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象　

�

40
～
70
歳
で
、
受
診
し
た

こ
と
が
な
い
方

内
容　
血
液
検
査

　
　
　
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
）

料
金　
７
０
０
円

※�

各
種
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
診
は
、
年
度
内
70
歳
以
上

の
方
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

無
料
で
す
。

風
し
ん
抗
体
検
査

対
象　

�

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性
で
、
受
診
し
た
こ

と
が
な
い
方

内
容　
血
液
検
査

料
金　
無
料

※�

対
象
と
な
る
方
に
は
、
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
感
染

し
て
も
す
ぐ
に
症
状
が
現
れ
ま
せ

ん
。

　
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
早
期

発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
の
方

　
　
　
（
５
年
に
１
回
）

内
容　
血
液
検
査

料
金　
無
料

44
～
61
歳
男
性
の
皆
様
へ

風
し
ん
の
抗
体
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　
あ
な
た
と
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
世
代
の
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
と
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
昭
和
37
年
４
月
２
日

～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
を
対
象
に
、
無
料
で
抗
体
検

査
や
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

※�

ク
ー
ポ
ン
券
の
使
い
方
や
な
く

さ
れ
た
方
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

●
肺
炎
球
菌
と
は

　
肺
炎
球
菌
は
主
に
気
道
の
分
泌

物
に
含
ま
れ
る
細
菌
で
、
唾
液
な

ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染
し
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重

い
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●
定
期
接
種
の
対
象
者

①
65
歳
の
方

②�

接
種
時
に
60
～
64
歳
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
や
免
疫
の
機
能

に
障
が
い
が
あ
る
方
（
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
程
度
）　

助
成
金
額　
４
，
０
０
０
円

※�

未
成
年
の
方
は
、
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
ド
ッ
ク
助
成
事
業

　
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
ド
ッ
ク
は
、
広
尾

町
国
民
健
康
保
険
病
院
で
実
施
し

て
い
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
検
診
で

す
。

対
象　

�

受
診
時
に
30
歳
以
上
の
町

民
の
う
ち
、
左
記
に
当
て

は
ま
る
方
。　

①�

社
会
保
険
被
保
険
者
（
本
人
）

②�

社
会
保
険
被
扶
養
者
（
家
族
）

の
う
ち
、
広
尾
町
国
民
健
康
保

険
病
院
で
特
定
健
診
受
診
券
が

使
用
で
き
な
い
方
。

※�

社
会
保
険
被
扶
養
者（
家
族
）で
、

他
の
医
療
機
関
、
健
診
機
関
で

特
定
健
診
を
既
に
受
け
た
方
は

助
成
の
対
象
外
で
す
。

助
成
金
額　
７
，
１
５
０
円

場
所
・
申
込　

�

広
尾
町
国
民
健
康

保
険
病
院

※�

受
診
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

WEB予約は
こちらから

　
　
　
　
　
（
１
人
１
回
）

場
所
・
申
込　

・
広
尾
町
国
民
健
康
保
険
病
院

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
つ
つ
み

・
広
尾
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
大
樹
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

・
大
庭
医
院

・
森
ク
リ
ニ
ッ
ク

※�

右
記
の
対
象
年
齢
以
外
の
方
は
、

任
意
接
種
（
自
費
）
と
し
て
接

種
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
接

種
料
金
は
、
各
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
妊
症・不
育
症
で
お
悩
み
の
方
へ

　
赤
ち
ゃ
ん
が
ほ
し
い
け
れ
ど
、

な
か
な
か
授
か
ら
な
い
な
ど
、
治

療
や
費
用
助
成
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
様
々
な
お
悩
み
ご
と
は
各
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
助
成
制
度
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
不
妊
治
療
及
び
不
育

症
に
か
か
る
治
療
費
や
交
通
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町ウェブサイト
はこちら

各種相談窓口に
ついてはこちら
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ほんのおしらせ-BOOK- 図書館℡2－2141

出発!!移動図書館バス

『
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
づ
く
り
の
教
科
書
』

 

平
山　
り
え
／
世
界
文
化
社

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

　
お
し
ゃ
れ
な
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
を
お
家
で
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
花
材
を
用
い
て
作
る
も

の
か
ら
、
チ
ャ
ー
ム
な
ど

使
わ
な
く
な
っ
た
素
材
を

使
う
作
り
方
な
ど
が
写
真

と
と
も
に
丁
寧
に
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
好
み
の
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
贈
り
物
に
も
ぴ
っ
た

り
で
す
。

４
月
９
日

（火）

5
月
7
日

（火）

老人ホームかもめ前 ９:50～10:05

Ａコープサンタ村前 13:15～13:30

野塚郵便局前 13:45～14:00

４
月
12
日

（金）

5
月
10
日

（金）

丸山寿の家 10:50～11:05

フクハラるる店 11:15～11:30

音調津郵便局前 13:45～14:00

※各15分の開設です。

お
知
ら
せ

Ｇ
Ｗ
に
つ
い
て

お
願
い

　
子
ど
も
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
企
画
を
行
い
ま
す
。

①
読
書
シ
ー
ル
ラ
リ
ー

◇
期
間
：
４
月
23
日
（
火
）
～
５
月
12
日
（
日
）

◇
対
象
：
幼
児
～
小
学
生

◇
内
容
：
本
１
冊
で
１
枚
台
紙
に
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。

　
　
　
　

 

20
冊
で
ゴ
ー
ル
で
す
。
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

②
み
ん
な
で
楽
し
む
シ
ー
ル
ア
ー
ト

◇
期
間
：
４
月
23
日
（
火
）
～

◇
内
容
： 

本
を
借
り
る
と
丸
シ
ー
ル
が
も
ら
え
ま
す
。
図

書
館
の
壁
面
に
あ
る
台
紙
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

特
別
貸
出

　
次
の
期
間
中
に
本
を
借
り
る
と
、
貸
出
期
間
が
３
週
間

に
延
長
さ
れ
ま
す
。

◇
期
間
：
４
月
16
日
（
火
）
～
４
月
28
日
（
日
）

※
休
館
日
を
除
き
ま
す
。

休
館
日

　
４
月
29
日
（
月
）、

　
５
月
３
日
（
金
）
～
５
月
６
日
（
月
）

※ 

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
入
り
口
付
近
に
あ
る
「
本
の

返
却
箱
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
北
海
道
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
50 

北
海
道
新
聞
社

◇
自
分
で
地
域
で
手
づ
く
り
防
災
術

 
 

農
山
漁
村
文
化
協
会

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
じ
い
散
歩
〔
２
〕 

藤
野　
千
夜

◇
風
に
立
つ 

柚
月　
裕
子

児
童
書
・
絵
本
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
魚
の
食
べ
か
た
ず
か
ん
〈
全
３
巻
〉

 

小
倉　
朋
子
（
監
修
）

◇
く
る
く
る 

新
井　
洋
行
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農村活性化推進員の錦古里大河です！

広尾生活２年目も楽しむぞ！！
　私が広尾町に移住して丸１年が経ちました！最近は、広尾町外に用事
があって移動する機会が何度かあります。帰ってきて広尾町に着くとま
るで地元に帰ってきたような安堵感が沸き起こってきます。それも、こ
の１年間で酪農はもちろん昆布漁のお手伝いや町内会の方々との関わり、
町内イベントなど多くの経験をできたからです。本当にありがとうござい
ました！！！さて、２年目は僕の学生時代の繋がりをフル活用して、酪農
や広尾町に興味のある若者をたくさん呼び、広尾町の産業の魅力を若い世代に全力発信していく予定です。
広尾町のもっと楽しい未来を作っていけるようにこれからも頑張ります。

移住定住担当の神部葵です！

新年度に向けて
　新年度が始まり、広尾町に来てちょうど１年がたちました。
　この１年で、温かい皆さまとの出会いを通じてたくさんの経
験をさせていただき、毎日元気に過ごすことができています。
振り返ると本当にお世話になりっぱなしでしたが、困った時に
頼れる人がすぐに思い浮かぶくらいには町に溶け込めていると
いう事なのかなあと思っています。笑
　去年は「広尾町を知る」をテーマに、イベントやツアーの企
画をやらせていただきました。今年はサンタランド40周年を迎える年でもあり、私が大好きな「ビール」
を起点とした外と内をつなぐアクションを起こしたいと考えています。
　そして、新しく企画課に協力隊の仲間が増えました。連携して活動することで、できることの幅も広
げていきたいと今からわくわくしています。
　今年度もたくさんの方と一緒に楽しみながら活動できたら嬉しいです。

Vol.95広尾町地域おこし協力隊 隊員日記

　
俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

寒
明
け
や
夫
入
院
を
乗
り
越
え
し�

佐さ

さ

き

々
木　

蓮れ
ん

月げ
つ

春
寒
し
近
く
で
ぼ
や
の
赤
ラ
ン
プ�

中な
か
や
ま山　

　

道み

ち

よ代

舌
の
先
ち
ょ
い
と
痺
れ
る
き
の
め
味
噌

�

石い
し
や
ま山　

登と

志し

恵え

冬
萌
や
遊
具
顔
出
す
遊
園
地�

平ひ
ら
は
ら原　

伊い

つ

こ

都
子

冬
萌
や
声
の
く
ぐ
も
る
少
年
期�

伊い

と

う藤　

て
い
こ

　
短
　
歌

哀
愁
漂
う
声
音
の
詠う

た

に
送
ら
れ
し

　

友
想
う
も
浮
か
ぶ
は
あ
の
笑
顔�

佐さ

さ

き

々
木
恵え

み

こ

美
子

母
さ
ん
と
呼
ば
れ
た
言
葉
今
は
亡
き

　

夫ふ

た

り婦
揃
い
の
物
語
か
な�

本ほ

ん

だ田　
　

道み

ち

こ子

移住ドラフト会議に広尾町初参加！
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広尾町子育て支援センター（℡2－2553）　〒089-2621　公園通北２丁目51番地２《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

●
情
報
提
供
／
芽
室
町
魅
力
創
造
課
魅
力
創
造
係　
℡
０
１
５
５・６
２・９
７
３
６

支援センターは、こんなところです
　お子さんと一緒におもちゃや遊具で遊
んだり、保護者同士が子育ての情報を交
換できる仲間作りの広場です。お気軽に
遊びに来てください。お待ちしています。
　午前　９時30分～11時30分（月～金）
　午後　２時～４時（火・水・木のみ）
　＊利用は無料です。予約も不要です。

一時保育も行っています
　学校などの行事参加で一時的にお子
さんを家庭で保育できない場合や、リ
フレッシュなどにご利用ください。
＊詳細は支援センターまでお問い合わ
せください。（生後６ヶ月～就学前の
お子さんが対象になります）

お楽しみ広場
　子どもの年齢に合わせてふれあい遊びや
製作遊び・季節や行事にあった遊びなど親
と子が共に楽しめる場を提供しています。

絵本大好き
　図書館の司書さん、ボランティ
アさんが来て絵本を読んでくれます。

４　月　の　あ　そ　び

月 火 水 木 金
１日	 全年齢 ２日	 ２～４歳 ３日	 全年齢 ４日	 ０、１歳 ５日	 全年齢

８日	 ２～４歳 ９日	 全年齢 10日	 全年齢 11日	 ０、１歳 12日	 全年齢

15日	 全年齢 16日	 全年齢 17日	 ２～４歳 18日	 ０歳 19日	 全年齢
絵本大好き

22日	 全年齢 23日	 ２～４歳 24日	 全年齢 25日	 ０、１歳 26日	 全年齢
お楽しみ広場 お楽しみ広場

29日	 昭和の日 30日	 全年齢
休　　所

友
好
都
市
通
信
◯144

　
広
尾
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
芽
室
町
が
事
務
局
を
務
め
て
い

る
十
勝
・
日
高
山
脈
観
光
連
携
協
議
会

は
、
日
高
山
脈
の
魅
力
発
信
を
目
的
と

し
た
冊
子
「
無
二
～
日
常
は
日
高
山
脈

の
麓
に
～
」
と
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
は
、
日
高
山
脈
が
ま
た
が

る
管
内
６
市
町
村
（
帯
広
、
清
水
、
芽

室
、
中
札
内
、
大
樹
、
広
尾
）
で
構
成

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
域
住
民
が
日

高
山
脈
の
魅
力
を
再
確
認
で
き
る
よ
う

に
と
冊
子
と
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
表
紙
に
は
、
日
の
出
に
日
高
山
脈
の

山
々
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
た
写
真
を

使
用
し
、
十
勝
管
内
で
日
高
山
脈
に
関

わ
る
仕
事
や
生
活
を
す
る
６
名
の
「
暮

ら
し
を
通
じ
た
日
高
山
脈
の
良
さ
」
や

「
山
の
厳
し
さ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
も
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
芽
室
町
か
ら
登
場
し
た
の
は
、
高
野

農
場
の
高
野
竜
二
さ
ん
で
す
。「
小
さ

い
頃
か
ら
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
、
そ

の
魅
力
に
気
付
く
の
は
難
し
い
こ
と
。

今
で
は
、
こ
の
場
所
で
生
き
て
い
け
る

こ
と
が
幸
せ
」
と
語
る
高
野
さ
ん
も
、

東
京
の
大
学
に
進
学
す
る
ま
で
は
地
元

に
帰
る
想
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
言

い
ま
す
。
地
元
に
戻
る
選
択
を
し
た
背

景
に
は
ど
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
し
て
こ
の
土
地
に
暮
ら
す
こ
と
の
幸

せ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
お

話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
読
ま
れ
て
い
な
い
方
や
一
度
見

ら
れ
た
方
も
是
非
ご
覧
い
た
だ
け
る
と

嬉
し
い
で
す
。

⇒
冊
子
・
動
画
は
こ
ち
ら
か
ら
チ
ェ
ッ

ク
！

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課
　
餌
取
）

日
高
山
脈
の
魅
力

 

冊
子
と
動
画
が
完
成
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：コミュニティセンター　 ：健康管理センター　 ：子育て支援センター　 ：青少年会館
：老人福祉センター　 ：広尾町国民健康保険病院　 ：町立図書館　 ：児童福祉会館
：生活支援ハウスなごみ　 ：農村環境改善センター

X
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式ＳＮＳぜひ「フォロー」
してください

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

弁護士おなやみごと相談（ ※要予約13:00）

年金相談（商工会館※要予約10:30）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

のびのびサロン（ 13:30）

入学式（広尾小・豊似小・広尾中・広尾高）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45/ 初回15:00）

乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

町長選挙・町議会議員選挙　告示日
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

絵本大好き（ ２～４歳対象10:30）

乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

町長選挙・町議会議員選挙　投・開票日

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

お楽しみ広場（ ２～４歳10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

お楽しみ広場（ ０、１歳10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

土曜おはなし会スペシャル（ 10:30）

昭和の日

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
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４月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、11日（木）、18日（木）の午後は広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。

休日当番病院　町立病院
人の動き　（　）内は前月比
�人　口　5,984人（-17人）
�男　性　2,892人（-９人）
�女　性　3,092人（-８人）
�世帯数　3,152世帯（-８世帯）
内訳
�自然増減　-９
　（出生１人・死亡10人）
　社会増減　-８
　（転入等５人・転出等13人）
�※外国人住民を含みます
�　（２月29日現在）
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表紙の写真
３月15日に広尾中学校で卒業式が行われ、
36人に吾妻昌三校長から卒業証書が授
与されました。卒業生代表の藤野花さ
んは答辞で、先生方や後輩、保護者の方々
に感謝の気持ちを伝え「これから自立
して頑張りたい」と読みました。卒業
生の今後の一層のご活躍をお祈りします。


